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論 文 要 旨

本論文では、まず、高齢者の栄養摂取と健康との関連、および、高齢者の食物選択動機

の関連要因に関する先行研究の広範なレビューを行い、これまでの研究は、目標とする食

物の種類やその摂取すべき量を明らかにすることに重点が置かれ、高齢者の食物選択の動

機についてはほとんど考慮されていないこと、高齢者の食物選択動機と食物摂取との因果

関係を実証した研究が希少であること、食物選択動機を測定する調査票は，海外では散見

されるが、わが国では、妥当性のある多次元の高齢者用の食物選択動機を測定するものが
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ないこと、などの課題を示した。

これらの背景をふまえ、本研究は、食物摂取をする前の認知的な様相をもとに食物選択

動機質問票を新規開発し、食物選択動機と関連する要因を明らかにすることを目的とし、

一連の研究を構築した。

研究 1 は、高齢者が食物を選択する際に何を重要と考えているのかその様相を明らかに

し、食物選択動機質問票の作成のために使用可能な食物選択動機の項目を収集することを

目的として行った。生活機能の高い高齢者 31 名に対して半構造化面接を行い、210 項目の

カテゴリーを抽出し、高齢者および栄養士らの検討を通して、食物選択動機を構成する 159

の共通項目および 12項目の個別項目を生成した。また、これらの高齢者の食物選択動機が、

Furst ら(1996)が報告したものと類似したものであることを明らかにした。

研究 2-1 は、研究 1 の成果をもとにして多次元の食物選択動機質問票を作成し、質問票

の信頼性、構成概念妥当性を検証し、質問票の利用可能性を確認することを目的としてお

こなった。生活機能の高い 60歳以上の高齢者 547 名を対象とし、食物選択動機 171 項目に

ついて重視する度合を自記式質問紙にて把握した。まず、探索的因子分析により、食物選

択動機が 9個の潜在因子（感覚/気分、品質の明示性、体重コントロール、健康管理、栄養

バランス、調理の手軽さ、親和性、関係性の折り合い、経済性）からなることを明らかに

した。次いで確認的因子分析によりモデルの適合度が良好で、内的整合性も十分であるこ

とを示した。さらに多母集団同時分析により、食物選択動機の構成概念、構成概念間の関

連が男女で同質であることを示し、9因子 27 項目からなる食物選択動機質問票（FCQ-E）を

作成した。

研究 2-2 では、60 歳以上の高齢者 385 人に対し、開発した FCQ-E を実施し、その交差妥

当性および基準関連妥当性を確認した。

研究 3 は、研究 2 で開発した FCQ-E を用いて、1)人口統計学的要因、生活特性は食物選

択動機に影響を及ぼす、2）食物選択動機は、食物選択、QOL、健康度自己評価に影響を及

ぼす、という２つの仮説の検証を通して、高齢者の食物選択動機と関連する要因について

明らかにすることを目的として行った。60 歳以上の高齢者 385 名から得られたデータをも

とに、人口統計学的要因・生活特性、食物選択動機、食物選択、健康度自己評価および生

活の質（QOL）指標を用いた構造方程式モデリング分析により 2 つの仮説を検証し、結果か

ら「栄養バランス」の動機づけを行うことによって、食物選択状況の改善に寄与できる可

能性を示した。また、「栄養バランス」動機から影響を受けた食物選択の状況が、健康度自

己評価や精神的活力へ影響を与えるなど、食物選択のより良い状況のみならず、QOL や健康

度自己評価の改善も期待できることを示した。

以上の一連の研究により、日本人高齢者の食物選択動機の様相を解明したうえで、わが

国の高齢者用の食物選択動機質問票（FCQ-E）を開発し、これを実際の食生活指導に生か

す方策について実証した。
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論文審査要旨

本研究の枠組みは、高齢者の食物選択を動機づける要因に関する国内外の先行研究の広

範なレビューを行い，食物選択動機に関連する要因および食物選択モデルを系統的に整理

し，課題を明らかにしたうえで論理的に構築されている。研究 1 では、生活機能の高い在

宅高齢者を対象とした質的研究を実施し、わが国の高齢者の食物選択動機の構成概念が、

Furst ら(1996)が報告したものと類似したものであることを明らかにしている。この研究成

果をもとに研究 2 では 9 因子 27 項目からなる高齢者用食物選択動機質問票（FCQ-E）を開

発し、調査票の内的整合性および妥当性を検証し、指標の有用性を確認している。さらに

研究 3 では FCQ-E に関連する要因を検討し、食物選択状況を改善させる要因、および食物

選択状況が改善することにより高齢者の主観的な生活の質の指標の改善が期待できること

などを明らかにし、FCQ-E を実際の食生活指導に生かす方策について実証的に検討してい

る。これら一連の研究は、十分な先行研究の検討をもとに、多数の高齢者を対象として最

適と判断された方法で得られたデータを用い、適切な分析方法にて遂行されており、研究

の意義・有効性、信頼性、独創性において博士論文として十分な水準にあるものと判断し，

合格と判定した．

口頭審査要旨

公開審査では、30 分間の論文概要の発表の後、30 分間にわたり質疑応答が行われた。本

研究の知見へのコホート効果の影響の可能性、わが国の高齢者の食物選択動機に Ethical

Concern が抽出されなかった背景、研究 3 において男女別の分析を行った理由などについ

ての質問がなされた。コホート効果については、食糧難を経験した世代の前後、男子学生

への家庭科教育に変化があった前後などで現れる可能性があり、今後も研究を継続してい

くことの意義が示された。Ethical Concern については、日本人は信心やベジタリアンなど

の理由で特定の食物を排除する傾向が少なく、また、産地を重視する動機は「品質の明示

性」の因子になったことが説明された。男女別の分析を行った理由として、研究 3 では食

物選択や QOL 指標も従属変数としたため、モデルの構造に性差が存在する可能性も考慮し

たことなどの説明がなされた。審査の結果，質的研究および量的研究の両手法を適切に用

いて日本人高齢者の食物選択動機の様相を解明し、高齢者用食物選択動機質問票を開発し、

その有用性を示した本論文は、博士論文として十分な水準にあるものと、主査および副査

全員が合格と判定した。


